
Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
の
紹
介

理
事
・
副
学
長
（
教
育
・
財
務
担
当
）
延
山

英
沢

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
本
学
で
開
設
し
て
い
る
６

年
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス

（
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
コ
ー

ス
）
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。
最
初
に
、

コ
ー
ス
開
設
に
至
っ
た
経
緯
を
振
り
返
り
、

そ
の
後
、
コ
ー
ス
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
改
革

本
学
で
は
、
建
学
の
理
念
で
あ
る
「
技

術
に
堪
能
な
る
士
君
子
」
の
養
成
の
下
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
教
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
急
速
に
進
展
し
た
世
界
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

舞
台
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
に
育
つ
人
材

の
養
成
は
、
本
学
の
責
務
と
い
っ
て
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
学
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
大
き
く
舵
を

切
っ
た
こ
と
を
学
内
外
に
示
す
こ
と
と

な
っ
た
の
は
、
平
成
25
年
の
マ
レ
ー
シ
ア

に
お
け
る
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
開
設
と
文
部
科
学
省

の
国
立
大
学
改
革
強
化
推
進
事
業
で
の
採

択
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
本
学
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
の
起
爆
剤

と
な
り
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
開
設

Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
、
平
成
25
年
４
月
に
本
学

が
マ
レ
ー
シ
ア
に
開
設
し
た
国
立
大
学
初

の
海
外
教
育
研
究
拠
点
で
、
本
学
の
国
際

交
流
協
定
校
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
プ
ト
ラ

大
学
（
Ｕ
Ｐ
Ｍ
）
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設

置
さ
れ
、
学
生
の
交
換
留
学
・
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
教
員
に
よ
る
国
際
共
同
研
究
等

の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｍ
Ｓ
Ｓ

Ｃ
開
設
を
き
っ
か
け
に
、
学
生
の
海
外
派

遣
数
が
急
速
に
伸
び
ま
し
た
。

Ｇ
Ｃ
Ｅ
教
育
改
革

Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
設
置
と
並
行
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
の
た
め
の
教
育
改
革

を
当
時
の
教
育
担
当
理
事
・
副
学
長
（
現

学
長
）
が
中
心
と
な
り
推
進
し
、「
Ｇ
Ｃ

Ｅ
教
育
」
改
革
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
そ
の
趣
旨
は
、
次
の
通
り
で
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
で
活
躍
し

続
け
る
技
術
者
と
し
て
の
準
備
を
整
え
た

卒
業
生
、
修
了
生（global-ready

gradu-
ate

）
と
な
る
べ
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境

下
で
自
ら
の
知
識
、
ス
キ
ル
を
成
長
さ
せ
、

活
用
し
続
け
る
た
め
の
能
力
で
あ
る
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
を
Ｇ
Ｃ
Ｅ（GlobalCom

pe-
tency

for
Engineer

）
と
略
称
し
、
卒

業
時
、
修
了
時
に
お
け
る
人
材
像
を
Ｇ
Ｃ

Ｅ
の
視
点
で
明
示
し
、
そ
の
育
成
の
た
め

の
教
育
を
実
施
し
、
学
習
を
促
進
す
る
た

め
に
、
多
面
的
、
統
合
的
な
取
り
組
み
を

組
織
的
に
実
施
し
ま
す
。」（
当
時
の
資
料

よ
り
抜
粋
）

文
科
省
の
補
助
事
業
採
択

そ
し
て
、Ｇ
Ｃ
Ｅ
教
育
を
基
に
し
た
事
業

「
社
会
と
協
働
す
る
教
育
研
究
の
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
化
加
速
パ
ッ
ケ
ー

ジ
〜
技
術
者
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
獲
得
へ
〜
」

が
文
部
科
学
省
の
補
助
事
業
で
あ
る
国
立

大
学
改
革
強
化
推
進
事
業
（
平
成
25
年
〜

平
成
30
年
）
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
事

業
は
、Ｇ
Ｃ
Ｅ
教
育
に
基
づ
く
技
術
者（
グ

ロ
ー
バ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
養
成
を
教
育

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
開
発
・
推
進
す
る
も

の
で
あ
り
、そ
の
取
り
組
み
は
、大
き
く
以

下
の
３
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑴

Com
petency：

Ｇ
Ｃ
Ｅ
の
要
素
お

よ
び
目
標
と
す
る
達
成
レ
ベ
ル
の
設

定
お
よ
び
そ
の
可
視
化
に
よ
る
評
価

方
法
の
確
立

⑵

CircuitProgram
：

Ｇ
Ｃ
Ｅ
を
獲

得
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
お
よ
び
そ
れ
ら
を
効
果
的
に
実

施
す
る
た
め
の
制
度
設
計

•
海
外
派
遣
を
事
前
・
事
後
学
習
か
ら

成
果
報
告
ま
で
を
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

•
６
年
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｅ

コ
ー
ス
）

•
ク
ォ
ー
タ
ー
制
の
導
入

⑶

Learning
Com

plex：

Ｇ
Ｃ
Ｅ
教

育
・
学
習
を
効
果
的
に
行
う
た
め
の

複
合
的
学
習
環
境
の
整
備

•
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
教
室

の
整
備

•
海
外
教
育
研
究
拠
点
の
整
備

以
上
の
よ
う
に
、
海
外
拠
点
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ

Ｃ
）
と
明
確
な
方
針
（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
教
育
改
革
）

と
資
金
（
補
助
事
業
採
択
）
が
揃
い
、
本

学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
は
大
き
く
進
展
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す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
稿

で
紹
介
す
る
Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
（
グ
ロ
ー
バ
ル

エ
ン
ジ
ニ
ア
養
成
コ
ー
ス
）
は
こ
の
よ
う

な
流
れ
の
中
で
Ｇ
Ｃ
Ｅ
教
育
を
効
果
的
に

行
う
た
め
の
６
年
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
開
設
し
た
も
の
で
す
。

Ｇ
Ｃ
Ｅ
教
育

で
は
、
Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
で
養
う
べ
き
Ｇ
Ｃ

Ｅ
教
育
の
要
諦
は
何
か
。
そ
れ
は
、
次
に

述
べ
る
５
つ
の
要
素
と
し
て
定
義
す
る
も

の
で
す
。

『
Ｇ
Ｃ
Ｅ
の
５
つ
の
要
素
』

Ａ
、
多
様
な
文
化
の
受
容

Ｂ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

Ｃ
、
自
律
的
学
習
力

Ｄ
、
課
題
発
見
・
解
決
力（
探
求
す
る
力
）

Ｅ
、
デ
ザ
イ
ン
力
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
・
デ
ザ
イ
ン
）

こ
れ
ら
の
要
素
の
効
果
的
な
学
習
（
獲

得
）
の
た
め
、
次
の
５
つ
の
柱
を
Ｇ
Ｃ
Ｅ

教
育
の
柱
と
し
ま
す
。

『
Ｇ
Ｃ
Ｅ
教
育
の
５
つ
の
柱
』

①

Study
A
broad

（
海
外
派
遣
）

②

W
ork

A
broad

（
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）

③

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
教
育

④

語
学
教
育

⑤

留
学
生
と
の
協
働
学
習
（
国
際
協
働

演
習
／
大
学
院
国
際
協
働
演
習
）

Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
へ
の
登
録
と
修
了
条
件

Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
の
履
修
を
希
望
す
る
学
生

は
、
学
部
３
年
生
の
と
き
に
コ
ー
ス
登
録

を
行
い
、
部
局
で
の
審
議
と
教
育
企
画
室

の
審
議
を
経
て
コ
ー
ス
履
修
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
履
修
し
た
学
生
が
Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
を

修
了
す
る
た
め
に
は
、
コ
ー
ス
修
了
要
件

と
な
る
単
位
の
取
得
と
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
600
点

以
上
の
取
得
が
必
要
で
す
。
Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス

の
修
了
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
で
も
、

学
部
の
卒
業
要
件
や
大
学
院
の
修
了
要
件

の
単
位
を
取
得
し
て
い
れ
ば
卒
業
や
修
了

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
は
、

通
常
の
学
部
・
大
学
院
の
卒
業
・
修
了
要

件
に
加
え
て
い
く
つ
か
の
科
目
の
単
位
を

取
得
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
600
点
以
上
を
取
得

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
了
す
る
こ
と
が
で

き
る
、言
う
な
れ
ば
、特
別
付
加
価
値
コ
ー

ス
で
す
。
そ
の
故
、
Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
を
修
了

し
た
学
生
に
は
、
大
学
院
の
修
了
書
に
加

え
、Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
修
了
書
を
授
与
し
、コ
ー

ス
修
了
を
称
え
ま
す
。

Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
の
コ
ー
ス
ワ
ー
ク

図
１
は
コ
ー
ス
修
了
要
件
と
な
る
コ
ー

ス
ワ
ー
ク
の
科
目
群
を
表
し
て
い
ま
す
。

科
目
群
は
大
き
く
次
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
、

図
中
の
番
号
（
①
〜
⑤
）
は
Ｇ
Ｃ
Ｅ
教
育

の
柱
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

•
Ｇ
Ｃ
Ｅ
専
門
科
目
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

各
学
科
で
指
定
さ
れ
た
Ｇ
Ｃ
Ｅ
教
育
に

必
要
な
専
門
科
目
、
プ
レ
研
究
ま
た
は
学

科
指
定
科
目
、
卒
業
研
究
、
修
士
論
文
。

•
海
外
派
遣
・
留
学
生
と
の
協
働
学
習

大
学
が
提
供
す
る
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
海
外
学
生

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
）
へ
の
参
加
。
あ
る

い
は
、
国
内
で
の
留
学
生
と
の

協
働
学
習
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
・
研
究
）。
海
外
派
遣
で
は
、

大
学
か
ら
の
経
済
的
支
援
（
交

通
費
と
宿
泊
費
）
が
行
わ
れ

ま
す
。

•
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
、
語
学

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
や
語
学
力

を
身
に
付
け
る
た
め
の
、
学
部

か
ら
大
学
院
に
わ
た
る
教
養
科

目
や
語
学
科
目
。
従
来
、
学
部

低
学
年
だ
け
で
あ
っ
た
教
養
・

語
学
科
目
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

科
目
群
に
改
変
す
る
と
同
時
に

上
級
科
目
も
揃
え
、
学
部
入
学

時
か
ら
大
学
院
を
通
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
教
養
、
語
学
力
を
学

習
で
き
る
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
し

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
は
平
成
28
年
に
開
設
し
、

最
初
の
履
修
学
生
が
来
年
３
月
に
大
学
院

博
士
前
期
課
程
を
修
了
す
る
予
定
で
す
。

Ｇ
Ｅ
コ
ー
ス
修
了
生
がglobal-ready

な

「
技
術
に
堪
能
な
る
士
君
子
」
と
し
て
大

き
く
羽
ば
た
く
こ
と
を
期
待
し
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

１年次 ２年次 ３年次
前期

３年次
後期

４年次
前期

４年次
後期 M1前期 M1後期 M2前期 M2後期

コース
説明会 院試

■GCE 専門科目（各学科指定）

■プロジェクト研究
（プレ研究 or 学科指定科目）
＋卒業研究

○修士論文

① ② ⑤ ■GCE実践科目（海外派遣 or 留学生との協働学習）
クォーターを利用して、中・長期の海外派遣も可

③ ■グローバル教養科目 ■グローバル教養
海外派遣プログラ
ム事前・事後学習
の受講等

■上級グローバル教養科目

■LL（戸畑：ランゲッジ・ラウンジ）
■GCL（飯塚：グローバル・コミュニケーション・ラウンジ）

④ ■語学科目 ■語学教育
正課：実践的英語科目の設置
正課外：LL、GCL活用

■上級語学科目

TOEIC
600点

図１ GEコースのコースワーク

2
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台
湾
の
大
学
と
の
国
際
交
流

情
報
工
学
研
究
院
長

梶
原

誠
司

■

台
湾
の
大
学
に
つ
い
て

情
報
工
学
研
究
院
で
は
、
木
村
元
副
学

長
（
国
際
担
当
）
の
時
代
に
台
湾
と
の
交

流
を
開
始
し
、
現
在
は
国
立
台
湾
科
技
大

学（
以
下
、
台
湾
科
技
大
）を
始
め
と
し
て
、

国
立
台
湾
大
学
（
以
下
、
台
湾
大
）
な
ど

台
湾
の
複
数
の
大
学
と
の
交
流
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
台
湾
科
技
大
は
台
湾
で
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
理
工
系
大
学
で
、
学
生
数
は

学
部
・
大
学
院
合
わ
せ
て
約
１
万
人
、
工

程
学
院
、
電
機
情
報
学
院
他
の
５
学
部
・

研
究
科
と
４
研
究
所
を
有
し
、
本
学
と
大

学
間
国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
協

定
校
で
す
。
台
湾
大
は
、
日
本
統
治
時
代

に
台
北
帝
国
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、

学
生
数
は
３
万
人
以
上
、
11
学
院
（
学

部
・
研
究
科
）
と
33
研
究
セ
ン
タ
ー
を
有

す
る
総
合
大
学
で
す
。
部
局
間
国
際
交
流

協
定
を
締
結
し
て
い
る
協
定
校
で
も
あ
り

ま
す
。
国
際
交
流
に
は
、
学
生
の
相
互
派

遣
、
教
員
の
授
業
交
換
、
国
際
共
同
研
究
、

共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
等
が
あ
り
ま
す
。
本
稿
で
は
、
台

湾
科
技
大
と
国
立
台
湾
大
学
と
の
交
流
の

一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

■

台
湾
科
技
大
と
の
学
生
相
互
派
遣

台
湾
科
技
大
へ
の
本
学
学
生
の
派
遣
は
、

日
本
学
生
支
援
機
構
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
、
主
に
機
械
分
野
、
電
子
情
報
分

野
の
学
生
を
中
心
に
、
単
位
認
定
可
能
な

短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
派
遣
期
間
は
２
週
間
で
、
機
械
分
野

の
学
生
は
12
月
に
、
電
子
分
野
の
学
生
は

９
〜
11
月
頃
に
訪
問
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
台
湾
科
技
大
で
開
講
さ
れ
る
授
業
の

受
講
、
台
湾
に
立
地
す
る
企
業
や
工
場
の

見
学
、
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加

及
び
発
表
等
を
含
ん
で
お
り
、
最
先
端
技

術
の
体
験
に
よ
り
専
門
分
野
の
知
識
獲
得

意
欲
と
海
外
へ
の
興
味
を
引
き
出
し
ま
す
。

ま
た
、
滞
在
中
に
行
わ
れ
る
両
大
学
の
学

生
主
体
の
活
動
は
、
異
文
化
理
解
能
力
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

及
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

先
方
へ
の
学
生
派
遣
だ
け
で
な
く
先
方

か
ら
の
学
生
受
け
入
れ
も
、
本
学
学
生
の

国
際
感
覚
を
磨
く
貴
重
な
機
会
を
提
供
し

ま
す
。
科
学
技
術
振
興
機
構
の
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
２
０
１

４
年
以
来
毎
年
、
機
械
工
学
、
電
気
電
子
、

工
業
管
理
、
お
よ
び
工
業
デ
ザ
イ
ン
分
野

か
ら
10
名
の
台
湾
科
技
大
生
を
受
け
入
れ
、

１
週
間
か
ら
10
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

築
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

日
台
の
双
方
の
学
生
に
よ
る
「
共
同
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
含
ん
で
い
ま
す
。
本

学
の
学
生
と
台
湾
科
技
大
の
学
生
に
よ
る

混
成
チ
ー
ム
を
５
チ
ー
ム
構
成
し
、
与
え

ら
れ
た
課
題
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作

か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
い
、
最
後
は

チ
ー
ム
対
抗
の
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

（
競
技
会
）
と
合
同
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
醸
成
の
た
め
、
途
中
に

本
学
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
す
る
ス

ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学
生
達
が

国
籍
や
専
門
分
野
を
超
え
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
課
題
遂
行

型
の
協
働
学
習
を
実
施
す
る
場
と
な
っ
て

お
り
、
最
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

ロボットコンテストの様子

■

台
湾
科
技
大
と
の
教
員
の
交
流

台
湾
科
技
大
と
は
、
教
員
の
授
業
交
換

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

台
湾
科
技
大
の
管
理
学
院
と
設
計
学
院
の

教
員
が
「
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
」
と

「
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
メ
イ
キ
ン
グ
」
の
二
科

目
を
毎
年
夏
に
本
学
で
集
中
講
義
と
し
て

開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
授
業
科
目

は
、
本
学
の
学
生
が
専
門
分
野
に
か
か
わ

ら
ず
持
っ
て
お
き
た
い
経
営
学
に
関
す
る
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素
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
内
容
を
含
ん

で
い
ま
す
。
情
報
工
学
研
究
院
に
は
こ
れ

ら
を
専
門
的
に
教
示
で
き
る
教
員
が
い
な

い
た
め
、
台
湾
科
技
大
の
教
員
が
経
営
学

未
修
の
学
生
を
対
象
に
し
て
分
か
り
や
す

く
英
語
に
よ
る
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
本
学
か
ら
は
、
知
的
シ
ス
テ
ム

工
学
研
究
系
鈴
木
恵
友
教
授
が
毎
年
12
月

に
台
湾
科
技
大
を
訪
問
し
、
鈴
木
教
授
の

専
門
で
あ
る
精
密
加
工
の
授
業
を
約
１
週

間
の
集
中
講
義
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

台
湾
科
技
大
と
は
一
昨
年
よ
り
、
本
学

の
教
員
と
先
方
の
教
員
が
実
施
す
る
国
際

共
同
研
究
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
お
り
、
毎
年
５
〜
６
件
程
度
の
研

究
課
題
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
国
際
共
同
研
究
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ

た
教
員
間
の
つ
な
が
り
が
、
学
生
交
流
の

基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

台
湾
大
と
の
学
生
交
流

台
北
市
に
あ
る
台
湾
科
技
大
の
隣
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
台
湾
大
と
の
学
生

交
流
は
、
当
時
、
台
湾
大
教
育
学
習
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
っ
た
李
建
模
教

授
か
ら
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
誘
い
を

受
け
、
２
０
１
６
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

学
生
は
英
語
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
英
語
を
使

う
機
会
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
れ
は
日
本
の
学
生
に
も
台
湾
の
学
生
に

も
共
通
し
た
課
題
で
す
。
英
語
を
自
主
的

に
使
っ
て
「
学
生
の
能
動
性
を
育
む
」
機

会
を
提
供
し
た
い
と
い
う
両
大
学
の
思
い

が
交
流
の
動
機
と
な
り
、International

Study
Group

Program

（
以
下
、
Ｉ

Ｓ
Ｇ
Ｐ
）
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
Ｉ
Ｓ
Ｇ
Ｐ

は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
、
台
湾
大
と
本
学
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｇ
Ｐ

に
参
加
す
る
学
生
各
20
名
を
集
め
、
台
湾

大
生
２
名
と
本
学
学
生
２
名
と
で
一
つ
の

グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
よ
う
に
、
10
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ま
す
。
次
に
、
各
グ
ル
ー

プ
が
自
ら
テ
ー
マ
を
定
め
、
約
２
〜
３
カ

月
の
間
、Skype

等
の
ビ
デ
オ
通
話
を

利
用
し
て
、
定
め
た
課
題
に
つ
い
て
議
論

し
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
に
は
、
議
論
を
規

定
の
回
数
以
上
行
う
こ
と
、
各
回
の
議
論

の
後
、Facebook

に
そ
の
報
告
を
ア
ッ

プ
し
、W

eb

上
に
用
意
さ
れ
た
相
互
評

価
シ
ー
ト
に
自
己
評
価
と
他
者
評
価
を
記

入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
し
た
内
容
は
、

本
学
で
Ｉ
Ｓ
Ｇ
Ｐ
の
お
世
話
を
す
る
情

報
・
通
信
工
学
研
究
系
大
西
准
教
授
を
含

む
双
方
の
大
学
の
教
職
員
が
チ
ェ
ッ
ク
で

き
ま
す
。
最
後
に
、
一
方
の
大
学
の
学
生

が
他
方
の
大
学
を
２
泊
３
日
の
日
程
で
訪

問
し
、
対
面
で
の
議
論
を
行
い
ま
す
。
初

日
は
移
動
と
互
い
に
打
ち
解
け
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
と
歓
迎
会
が
グ
ル
ー
プ
を
超
え

て
行
わ
れ
、
２
日
目
は
遠
隔
で
の
議
論
の

ま
と
め
の
発
表
や
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
議

論
を
行
い
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｇ
Ｐ
は
年
２
回
行

い
ま
す
。
訪
問
し
て
の
対
面
で
の
議
論
は
、

年
の
前
半
に
行
う
グ
ル
ー
プ
は
５
月
Ｇ
Ｗ

明
け
に
九
州
工
大
で
、
年
の
後
半
に
行
う

グ
ル
ー
プ
は
12
月
に
台
湾
大
で
実
施
し

ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｇ
Ｐ
の「
学
生
の
能
動
性
を
育
む
」

仕
掛
け
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
電
子
メ
ー

ル
ベ
ー
ス
の
自
己
紹
介
やSkype

会
議

の
日
程
調
整
に
始
ま
り
、
課
題
の
設
定
、

発
表
の
準
備
な
ど
、
学
生
だ
け
で
実
施
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
参
加

学
生
に
と
っ
て
強
い
緊
張
を
伴
う
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と

が
学
生
の
能
動
性
を
育
む
き
っ
か
け
と
な

り
ま
す
。
大
学
訪
問
は
数
回
のSkype

会
議
に
よ
り
親
密
性
が
増
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
行
う
た
め
、
実
際
の
対
面
は
非
常
に

盛
り
上
が
り
ま
す
。学
生
達
は
、自
グ
ル
ー

プ
の
相
手
大
学
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
だ

け
で
な
く
他
の
学
生
に
対
し
て
も
英
語
に

よ
り
積
極
的
に
発
言
し
、
能
動
的
に
行
動

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
表
会
終

了
後
は
、
受
け
入
れ
側
の
大
学
の
学
生
が

企
画
し
て
、
訪
問
学
生
を
連
れ
て
街
の
名

所
を
観
光
す
る
お
ま
け
も
あ
り
ま
す
。

■

お
わ
り
に

台
湾
科
技
大
と
台
湾
大
の
学
生
の
英
語

レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
く
、
本
学
の
学
生
に

非
常
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
湾
は
親
日
で
治
安
も
よ
く
、
生

活
す
る
上
で
の
物
価
も
安
価
な
た
め
、
学

生
も
安
心
し
て
渡
航
で
き
ま
す
。
今
後
、

両
大
学
を
含
め
た
台
湾
と
の
交
流
を
深
化

さ
せ
、
学
生
教
育
の
更
な
る
充
実
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ISGPの発表会の様子
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キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
北
バ
ン
コ
ク
校
へ
の

九
州
工
業
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置

情
報
工
学
研
究
院
知
的
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
系
教
授

渕
脇

正
樹
（
情
機
Ｈ
７
）

九州工業大学サテライトオフィス設置の締結調印式
（右から５番目が筆者）

２
０
１
９
年
３
月
15
日
に
、
本
学
国
際

交
流
協
定
校
の
一
つ
で
あ
る
タ
イ
・
キ
ン

グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
北
バ
ン
コ
ク
校

（King
M
ongkut’s

University
of
Tech-

nology
North

Bangkok(KM
UTNB),Thai

）

に
、
九
州
工
業
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
設
置
お
よ
び
管
理
運
営
に
関
す
る
合

意
書
の
締
結
調
印
式
が
行
わ
れ
、
九
州
工

業
大
学
の
２
つ
目
の
海
外
拠
点
が
誕
生
し

た
。
今
後
、
国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る
連
携
強
化
、
九
州
工
業
大
学

の
情
報
発
信
力
強
化
、
相
互
学
生
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
増
加
、
タ
イ
人
卒
業
生
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
等
な
ど
、
更
な
る
共

同
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学

北
バ
ン
コ
ク
校

キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
北
バ
ン

コ
ク
校（
以
下
、K

M
U
T
N
B

と
称
す
る
）

は
、
タ
イ
王
国
に
所
在
す
る
国
立
大
学
で

あ
り
、
１
９
５
９
年
に
タ
イ
と
ド
イ
ツ
に

よ
りThai-Germ

an
Technical

School

と
し
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
１
９
７
１

年
に
、K

ing
M
ongkut’s

U
niversity

of
T
echnology

、
１
９
８
７
年
にKing

M
ongkut’s

University
ofTechnology

North
Bangkok

と
な
っ
た
。
タ
イ
国
内

に
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
（Bangkok：

10
学

部
38
学
科
、Prachinburi：

３
学
部
８
学

科
、Rayong：

３
学
部
７
学
科
）
が
あ

り
、
そ
の
総
学
生
数
お
よ
び
総
教
員
数

は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
２
、５
８
２
名
お
よ
び

１
、１
１
０
名
で
あ
る
。

K
M
U
T
N
B

と
の
部
局
間
お
よ
び

大
学
間
国
際
交
流
協
定

２
０
０
９
年
７
月
10
〜
11
日
に
、
木
村

景
一
名
誉
教
授
、
カ
チ
ョ
ー
ン
ル
ン
ル
ア

ン
・
パ
ナ
ー
ト
准
教
授
に
小
職
を
含
め
た

３
名
で
、
初
め
て
、K

M
U
T
N
B

を
訪
問

し
た
。
カ
チ
ョ
ー
ン
ル
ン
ル
ア
ン
・
パ

ナ
ー
ト
准
教
授
の
人
脈
に
よ
り
コ
ン
タ
ク

ト
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
当
時
の
学
部
長

お
よ
び
国
際
課
と
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

国
際
共
同
研
究
、
留
学
生
募
集
活
動
を
含

め
た
国
際
交
流
協
定
の
締
結
を
見
据
え
た

議
論
を
行
っ
た
の
が
、
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
れ
を
機
に
、
情

報
工
学
部
と
部
局
間
協
定
を
締
結
（
当
時

の
窓
口
教
員
は
、
木
村
景
一
名
誉
教
授
、

２
０
１
３
年
よ
り
小
職
が
窓
口
教
員
）
し
、

２
回
／
年
の
ペ
ー
ス
で
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
同
様
の
議
論
に
加
え
て
、
学
生
へ

の
留
学
案
内
（
博
士
後
期
課
程
お
よ
び
前

期
課
程
）、
さ
ら
に
は
、K

M
U
T
N
B

の

機
械
工
学
科
、
生
産
工
学
科
を
中
心
に
研

究
室
お
よ
び
施
設
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
交
流
を
図
り
、
２
０
１
２
年
に
は
、

大
学
間
協
定
へ
と
発
展
し
（
２
０
１
７
年

に
更
新
）、
さ
ら
に
は
、
２
０
１
５
年
に

は
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
協

定
書
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、

林
英
治
教
授
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
こ
れ

ま
で
（
２
０
１
８
年
度
ま
で
）
に
、
工
学

府
で
は
、
３
名
の
学
生
が
博
士
前
期
課
程

（
宇
宙
工
学
）
を
修
了
し
、
情
報
工
学
府

で
は
、
７
名
お
よ
び
１
名
の
学
生
が
、
そ

れ
ぞ
れ
情
報
工
学
部
博
士
後
期
課
程
（
機

械
情
報
工
学
６
名
、
シ
ス
テ
ム
創
成
工
学

１
名
）
お
よ
び
前
期
課
程
（
機
械
情
報
工

学
）
を
修
了
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
、

情
報
工
学
部
か
らK

M
U
T
N
B

へ
10
名

程
度
の
学
生
がJA

SSO

プ
ロ
グ
ラ
ム

（
10
日
間
）の
短
期
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ

れ
、K

M
U
T
N
B

か
ら
も
情
報
工
学
部
へ

10
名
程
度
の
学
生
が
短
期
留
学
生（
２
カ
月

間
）
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
本
学
全

体
を
通
し
て
も
、
本
学
か
らK

M
U
T
N
B

へ
の
学
生
派
遣
は
、２
０
１
４
、２
０
１
５
、

２
０
１
６
、
２
０
１
７
、
２
０
１
８
年
度

に
そ
れ
ぞ
れ
７
名
、
11
名
、
19
名
、
23
名
、

47
名
と
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
。

K
M
U
T
N
B

へ
の
九
州
工
業
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置

２
０
０
９
年
に
始
ま
っ
た
部
局
間
協
定

か
ら
大
学
間
協
定
へ
と
発
展
し
、
大
学
院

生
お
よ
び
学
部
生
の
交
換
留
学
、
留
学
生

の
学
位
取
得
（
博
士
後
期
課
程
お
よ
び
前

期
課
程
）、
国
際
共
同
研
究
、
国
際
共
同

論
文
と
そ
の
交
流
は
非
常
に
盛
ん
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
４
年
よ
り
、
国
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際
協
定
校
の
中
で
も
交
流
促
進
協
定
校
に

指
定
さ
れ
、
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
さ

ら
に
加
速
し
始
め
た
。
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
認
め
ら
れ
、
２
０
１
８
年
春
頃
に
、

本
校
国
際
課
よ
り
、K

M
U
T
N
B

に
九
州

工
業
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設

置
で
き
な
い
か
？
と
の
打
診
が
あ
っ
た
。

小
職
よ
り
、同
年
８
月
28
日
にKM

UTNB

を
訪
問
し
、Prof.Suchart

Siengchin

学
長
お
よ
びM

s.Sikan
K
ulchonchan

副
学
長（
国
際
担
当
）に
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
結
果
、「
歓
迎
し
ま
す
」と
快
諾
を

い
た
だ
き
、
同
年
10
月
12
日
に
、
横
野
照

尚
教
授（
理
事
・
副
学
長
）、
若
林
俊
郎
氏

（
国
際
課
課
長
補
佐
）に
小
職
を
含
め
た
３

名
でK

M
U
T
N
B

を
訪
問
し
、Ms.Sikan

K
ulchonchan

副
学
長
、Dr.U

dom
kiat

N
ontakaew

工
学
部
長
、Dr.T

anaporn
Rojhirunsakool

准
教
授
（
工
学
部
国
際

セ
ン
タ
ー
長
）、Dr.Petch

Jearanaisila-
w
ong

准
教
授
と
協
議
を
行
い
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
、
九
州
工
大
の
み
な
ら

ずK
M
U
T
N
B

に
と
っ
て
も
実
質
的
な

利
用
価
値
を
高
め
る
拠
点
に
す
る
こ
と
で

意
見
が
一
致
し
た
。
ま
た
、
工
学
部
ビ
ル

内
の
工
学
部
国
際
セ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス

（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
済
）
の
一
部
を
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
工
学
部
ビ
ル

内
に
設
置
さ
れ
る
た
め
、
訪
問
し
た
教
員

が
そ
の
打
ち
合
わ
せ
と
し
て
活
用
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
派
遣
さ
れ
た
学
生
が
立
ち

寄
り
、K

M
U
T
N
B

国
際
課
職
員
に
九
州

工
大
の
こ
と
を
相
談
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
た

め
、
研
究
者
同
士
が
国
際
共
同
研
究
の
た

め
の
打
ち
合
わ
せ
も
可
能
で
あ
り
、

K
M
U
T
N
B

学
生
と
九
州
工
大
学
生
が
集

合
す
る
場
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。
さ

ら
に
は
、K

M
U
T
N
B

も
、
本
学
同
様
に
、

Polycom

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
テ

レ
ビ
会
議
も
可
能
で
あ
る
。K
M
U
T
N
B

に
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
だ

け
で
な
く
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
か
な
い
と
強
く

感
じ
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

K
M
U
T
N
B

創
立
60
周
年

K
M
U
T
N
B

は
、
今
年
、
創
立
60
周
年

を
迎
え
、
２
０
１
９
年
３
月
15
〜
18
日
に
、

タ
イ
王
国
のH

RH
Princess

M
aha

Chakri
Sirindhorn

（
シ
リ
ン
ト
ー
ン

王
女
）
が
出
席
さ
れ
る
中
、
記
念
式
典
を

開
催
し
た
。
本
学
は
、
交
流
10
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
、
木
村
景
一
名
誉
教
授
、
横

野
照
尚
教
授
（
理
事
・
副
学
長
）、
林
英

治
教
授
、
カ
チ
ョ
ー
ン
ル
ン
ル
ア
ン
・
パ

ナ
ー
ト
准
教
授
、
若
林
俊
郎
氏
（
国
際
課

課
長
補
佐
）、
小
職
が
招
待
さ
れ
た
。
そ

の
中
で
、
１
名
ず
つ
シ
リ
ン
ト
ー
ン
王
女

か
ら
感
謝
状
や
記
念
品
を
賜
っ
た
。
ま
た
、

国
際
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
木
村
景
一

名
誉
教
授
に
よ
る
特
別
講
演
、
林
英
治
教

授
、
石
井
和
男
教
授
、
柴
田
智
広
教
授
、

カ
チ
ョ
ー
ン
ル
ン
ル
ア
ン
・
パ
ナ
ー
ト

准
教
授
、
西
田
祐
也
助
教
、
小
職
が
記
念

講
演
を
行
い
、
さ
ら
に
は
、
学
生
に
よ
る

ポ
ス
タ
ー
発
表
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

展
示
会
で
は
、
本
学
、
㈱
安
川
電
機
、

K
M
U
T
N
B

ロ
ボ
ッ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
共
同

の
ブ
ー
ス
も
開
設
さ
れ
、
自
律
型
ロ
ボ
ッ

ト
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ
ボ
ッ
ト
が
展
示

さ
れ
、
当
ブ
ー
ス
を
見
学
さ
れ
た
シ
リ
ン

ト
ー
ン
王
女
が
林
英
治
教
授
と
懇
談
す
る

様
子
は
、
タ
イ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
非
常
に
厳
か
な
雰
囲
気

の
中
で
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
、
ま
た
、

活
発
な
議
論
も
行
わ
れ
た
国
際
学
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
招
待
い
た
だ
き
、
大
変

貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

小
職
の
研
究
室
か
ら
も
、K

M
U
T
N
B

か
ら
留
学
し
た
学
生
が
、
２
０
１
２
年
９

月
に
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し
、
現
在
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
企
業
に
て
Ｃ
Ｆ
Ｄ

（Com
putationalFluid

Engineering

）

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ま

た
、
現
在
、
博
士
前
期
課
程
の
学
生
３
名

が
研
究
室
で
奮
闘
し
て
い
る
（
２
名
は
、

９
月
に
修
了
予
定
）。
彼
ら
は
、
非
常
に

勉
強
熱
心
、
好
奇
心
旺
盛
で
あ
り
、
向
上

心
の
高
い
学
生
で
あ
る
と
強
く
感
じ
る
。

納
得
で
き
る
ま
で
、
実
験
、
ま
た
は
、
数

値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
没
頭
す
る
姿
は
、

頼
も
し
い
、
の
一
言
に
尽
き
る
。
ま
た
、

日
本
語
は
ま
だ
勉
強
中
で
あ
る
た
め
、
研

究
室
内
で
は
基
本
的
に
英
語
が
主
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
研
究
室
の
日
本
人
学
生
は
、

必
然
的
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
結

果
的
に
、
日
本
人
学
生
の
英
語
能
力
も
上

達
し
て
い
る
と
日
々
感
じ
る
毎
日
で
あ
り
、

こ
ち
ら
も
非
常
に
頼
も
し
い
。
こ
の
彼
ら

の
繋
が
り
が
、
近
い
将
来
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
、
再
び
国
際
的
な
繋
が
り
に
な
る

日
も
非
常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

最
後
に
、
偶
然
に
も
、
一
窓
口
教
員
と

し
て
関
わ
っ
たK

M
U
T
N
B

と
こ
れ
ほ

ど
の
強
い
関
係
を
築
け
、
多
く
の
こ
と
を

経
験
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
大

き
な
財
産
と
な
っ
た
。
上
述
し
た
教
職
員
、

ま
た
、K

M
U
T
N
B

か
ら
の
短
期
留
学
生

を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
教
員
も

加
え
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
今
後
、

K
M
U
T
N
B

と
九
州
工
大
と
の
間
で
、
国

際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
相
互
学
生

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
さ
ら
に
盛
ん
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

6
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